H22年度12月大阪MSW協会理事会議事録ＨＰ掲載用

平成22年度12月　理事会議事録

１．事務局

（１）会員異動報告及び連絡事項（別紙参照A4＊3枚）
◇入会：准専門会員1名、賛助団体1団体、計1名1団体

◇変更：専門会員10名、准専門会員6名、賛助団体1団体、計16名1団体

◇退会：なし

◇連絡事項

· 求人広告2件(市立貝塚病院、星ヶ丘厚生年金病院)

· 平成22年度会員名簿について(10月31日までの変更を記載)

会員数721名+14団体(賛助会員・団体14団体、賛助会員・個人29名、一般会員13名、専門会員388名、准専門会員277名、学生会員14名)

· 「訪問看護支援事業」推進のため、大阪府福祉部高齢介護室より、地域在宅ケア体制専門部会委員の推薦依頼があり、当協会から笹倉理事を推薦。

（２）定款変更について

11月理事会にて役員任期についての定款変更(選任のやり方や時期について)の検討を、メンバーを再編して行った。(藤田代表理事、福井副代表理事、笹倉理事、豊田理事、小林)

結論として、総会の議案に任期を明記して承認を取る案を採用。今理事会において承認される。

（３）准会員の区分について

　　　濱谷通代氏、徳山磨貴氏、船曳利恵氏ともポイント確認できたため、専門会員へ移行。

（４）大阪社会福祉四団体連絡会・福祉人材養成連絡協議会の報告

大阪社会福祉四団体連絡会：9月8日に会合。合同研修会を平成23年２月26日(土)に開催予定。テーマは「格差社会とソーシャルワーク」場所は大阪市社会福祉研修・情報センター。

福祉人材養成連絡協議会：12月7日に第3回作業部会を開催。3月中旬から下旬にかけて研修会を企画している。研修会の内容決定後、「ウエルふるネット」へ掲載。

（３）その他

1）従事者講習会

医療社会事業従事者講習会参加者：1日目150名、2日目148名、延べ298名、懇親会22名。

後援名義借用団体(8ヶ所)及び大阪府へ事業完了報告書を送付済み。

　　2）平成23年度医療社会事業従事者講習会の開催日程と場所


国際交流センターの活用を検討。社会福祉会館の仮おさえ(平成23年11月25日(金)、26日(土))。

　　3）年賀状送付について

110名の関係者、団体へ送付。

　　4）平成23年病院五団体新年互礼会の開催について


平成23年1月7日(金)13時30分～15時、シェラトン都ホテル4階大和の間


小林理事が出席

　　5）役員選出委員について

恵生会病院田中氏、阪和泉北第一病院松下氏、大阪警察病院岡田氏、関西医大香里病院角森氏、向山病院大西氏の5名に委嘱。

２．教育部（別紙参照A4＊1枚）

（１）学習会

· 第22回　第4期まとめの会　実施報告

12月4日(土)　予定通り実施　参加者94名

年々発表のレベルが上がっている。

· 第23回　準備状況

1月29日(土)　於：大阪国際会議場

講師は湯原先生でテーマは「介護の問題」

· 第24回　精神保健福祉士協会との合同開催企画案

12月6日(月)に第2回の打ち合わせ(於：大阪精神保健福祉士協会事務所)

→4月23日(土)開催(於：社会福祉会館)「合併症の受診を巡る事例検討」
（２）従事者講習会　実施報告

· 参加者数

· 1日目150名　2日目148名　懇親会21名

· 運営について

特に大きなトラブルなし。

参加者からも好評であった。

３．出版広報部

（１）広報誌No.19について（別紙参照A4＊1枚）

原稿締め：11月末


発行時期：1月中旬


で調整中。

４．財務部

（１）平成22年度従事者講習会収支報告

· 参加費収入が多かった分、協会拠出金が予算より少なくすんだ。

· 抄録は350部製本。

· 大阪府へも報告済み

（２）会議費・交通費四半期締めについて


10月～12月の交通費を各部取りまとめて、1月8日(金)までに財務理事へメールにて報告。
５．代表理事より（別紙参照A4＊1枚両面）
（１）認定社会福祉士にかかる意見聴取


広報誌次号の発送に同封。
（２）2013年　日本協会全国大会


2013年に立候補→12月5日(日)　日本協会理事会にて承認　開催へ


第61回日本医療社会事業全国大会/第33回日本医療社会事業学会　となる
（３）医療用語集発刊への協力


結果は藤田代表理事が取りまとめて11月30日に日本協会事務所へ送付にて提出済み

（４）その他


平成23年5月28日(大分大会)11時からの会長会への出席は福井理事
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